












1)本研究の目的 

 (1)本研究を必要とする理由 

  妊娠・分娩・産褥ならびに新生児を包括する周産期医療では、ハイリスク妊娠やハイ

リスク児への対応と救急医療が大きな課題となっている。一方、新生児は産科と小児科の

谷間にあり、ややもすれば両者の協力体制が充分でないこともある。その他、現在の医療

事情にからんで、経営面の問題もあり、周産期医療をめぐって、今後解決すべき点は少く

ない。 

  本研究は、これら周産期医療をめぐる諸問題を検討し、わが国の周産期医療をよりよ

きものにするために行われるものである。 


